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中 建 協 だ よ り   第 １１４ 号 

                                               令和７年１１月１４日 

令和 7 年度安全標語 

                  

《優秀賞》 
 

後でも良い? 安全確認 いや今だ! 

 

作者 逢 坂 和 枝 氏（㈱勉建設）   

 

 い ろ い ろ な 情 報  
                               

○「秋季代表者研修会」開催 

去る１１月７日(金)、札幌グランドホテルにおいて、会員５０名の参加を得て、

恒例の秋季代表者研修会が開催されました。講師として、北海道医療大学看護福祉

学部教授 塚本容子 様をお迎えし『眠りが変える未来 ～経営者のための最強の戦略

術』と題してご講話をいただき、熱心に拝聴しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“秋季代表者研修会 講演風景” 
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「意見交換会」 

また、秋季代表者研修会終了後には、６０名の参加を得て、札幌市幹部職員との

意見交換会が開催されました。天野副市長より、市政推進に対する中建協会員企業

への深謝とともに、今後とも、連携して街づくりを進めていきたいとの抱負が述べ

られました。 

 

○「安全管理現場研修」実施 

１０月６日(月)、会員企業から 32名、札幌市建設局土木部、下水道河川局、水道

局から 8 名が参加し、安全管理現場研修を実施しました。会員企業が施工する現場

での様々な工夫をとおして、安全管理への理解を深め、安全対策の徹底を呼び掛け

ました。 

 

【令和７年度 安全管理現場研修スケジュール】 

 

１ 午前９時３０分出発 

中央区北１条西２丁目札幌市役所 1階ロビー参集、出発 

２ ①建)土木部現場  午前１０時１０分 手稲区前田３条４丁目ほか 

  国庫補助事業 のぞみ公園橋ほか１橋補修工事  （株）北創 

  市担当；建設局土木部街路工事担当課 

３ ②水)給水部現場  午前１１時００分 北区篠路町篠路、篠路 9・10条 4丁目 

北区篠路地区配水管整備工事（更新）その 3 北 0137 舗栄建設工業（株） 

  市担当；水道局給水部北部配水管理課 

４ ③下)河川担当部現場  午前１１時５０分 札幌市東区伏古 14条 3丁目ほか 

１級河川丘珠藤木川ほか１河川浚渫工事  開建工業（株） 

  市担当；下水道河川局事業推進部河川事業課 

５ 昼食  午後０時３０分  

 出発  午後 1時３０分 

６ ④下)管路担当部現場  午後２時００分 札幌市豊平区平岸 6条 9丁目ほか 

豊平川処理区平岸６条９丁目ほか下水道新設工事  （株）米山土建 

  市担当；下水道河川局事業推進部管路保全課 

７ 講評  午後２時４０分 

 終了  午後３時２５分 

８ 移動  午後３時５０分 大型バスにて大通りまで帰還し解散 
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【講 評】 

《土木部石川工事課長ほか市幹部より講評》 

・札幌中小建設業協会の皆様には、日頃より本市のインフラ整備の推進や維持管理、除排

雪、災害対応など多方面にわたりご理解ご協力いただきありがとうございます。 

・４現場ほどみさせていただき、すべて、整理整頓されておりました。一部敷鉄板が少し

浮いてた場所もありましたが、おおむね安全管理はきちんとされていたと思います。 

・これから段々と暗くなる時間が早くなり、周囲が見えづらくなりますので、安全に留意

して作業の方よろしくお願いたします。 

・河川の浚渫工事の現場、他の現場もそうでしたが、狭く厳しい状況の中、うまくやって

いただいており、安全については問題ないと思います。引き続き安全に留意していただ

きたい。 

・今年はかなり暑い日が続いて、これからもどんどん続くと思いますので、熱中症対策を

しっかりやっていただきたいと思います。 

・のぞみ公園橋の北創さんの現場で「声かけ」があり、声かけをすることで、熱中症対策

で調子が悪くなったときに早く気づくということもありますので、以降も声かけして全

現場安全に進めていただきたいと思います。 

・工事看板の設置、誘導員の配置、歩行者通路の確保、騒音の防止、いろいろ対策を取ら

れて、安全管理の徹底というところは、おおむね図られていたと思います。引き続き、

気を緩めることなく労働災害なく施工してください。 

《参加した会員企業から出された講評意見》 

・各現場とも安全管理、リスク管理をしっかりとしながら施工していた。看板、段差の摺

り付けはよくされていた。これから日没が早くなるので無事故で完了することを祈念い

たします。 

・全体的に整理整頓されていて見栄えもよかった。隣接する現場もきちんとされていた。

しっかりと歩行者通路の幅員を確保していた。 

・４現場とも、安全管理を徹底していた。防音ネット、歩行者通路の幅員、看板設置状況

など取り入れていきたいと思います。熱中症対策として、ウォータージャグを使うなど

の対策もあってもいいのかなと思いました。 

・交通規制状況など再確認できました。 

・掲示物は必要なものがきちんと揃っていた。橋の上に上がったときにコンパネが 1 枚だ

けでたわみがあったので、2枚にしたらよいかなと思います。 

・河川の管理通路に境界石があったので、鉄板をかぶせる等の養生が必要だと思う。 

・防音対策、安全掲示物が工夫されていた。 

・のぞみ公園橋の橋梁工事のところで、出入り口付近に、川に落ちないよう落下防止のた

めに、もう少しカラーコーンを置いたほうがいい。 
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・篠路の水道工事の現場は、今日は作業されていなかったが、掘削されてる部分の深さが

1.5メートル以上はあったと思うので、作業をする際には土留めが必要だと思う。 

・河川浚渫工事の現場では、架空線対策の目印として、赤い三角形の旗がたくさん付いて

いてたので分かりやすいと思った。掲示物に週間工程表が縦長でホワイトボードが設置

されていたので、見やすく簡単に消したりできるので使いやすいと思った。 

・下水道工事の現場では、住宅街で結構狭い中で施工していたが、片側交互通行の誘導を

しっかりと行っていた。看板については、50 メートル先工事中とか、片側交互通行とい

う看板は多く見られたが、左折先工事中、右折先工事中の看板がもっとあったら良い。 

・今後のこの研修の中で、施工箇所だけでなく土場とかも見れたら、整理整頓なども含め

て評価ができると思いました。 

・４現場の整理整頓が非常によくされていた。特にトラックの上とか。第三者に対する安

全対策が、各現場で非常によくなされていた。  

・北創さんの現場で、カラーコーンに立体表示カバーがあり歩行者に対してわかりやすく、

イメージアップに繋がるようなものだったので、当社も参考にしたい。歩行者自転車に

対する予告看板もよかった。 

・舗栄建設工業さんの水道工事の現場は、整然としており、カラーコーンとバーで、きち

んと作業帯を明確にされていたので、非常にわかりやすいような規制の状況だった。 

・米山土建さんの管更正の現場は、交通量の多い幹線道路上で適切に誘導員が配置されて

安全対策がされていたという印象でした。 

・これから繁忙期になりますので、今日のパトロールの良かった点と反省すべき点をしっ

かり会社に持ち帰り、安全管理をしていきたい。 

《吹田安全委員長 総評》 

皆様の講評をお聞きし、どの現場も良好と評価をいたいただいておりますが、今日は事

前に安全パトロールに行くことを通達しておりますので、これくらいの安全対策は当然し

ていただかなくてはなりません。 

皆様の現場で、毎日毎回、

これくらい安全対策をして、

事故ゼロという目標を掲げ

て、怪我人を出さない、事

故を起こさないようにして

いきましょう。明日、朝礼

や KYミーティングで、良い

例、悪い例をぜひ伝えてい

ただければと思います。 

 

“現場安全パトロール” 
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定時総会の開催が決まる 

○「一般社団法人札幌中小建設業協会定時総会」の開催について 

 新春１月２２日(木)、午後 4 時より、札幌パークホテルにおいて、令和８年定

時総会を開催いたします。 

また、定時総会終了後には、午後 5時 30分より、同所にて新春懇談会を開催いた

します。近くなりましたら、あらためて御案内いたしますので、多くの会員企業の

皆様にご参加いただけますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 

最 近 の 会 議 か ら 

○１０月定例役員会 

10 月 15 日(木)、市民交流プラザ/スカーツスタジオにおいて今期 第 5 回定例役

員会を開催しました。 

 

【議 題】 

１．新会員の入会について                     

２．安全管理現場研修について（報告）     

３．市有施設災害時伝達・参集訓練について               

４．札幌市との意見交換会について（報告） 

５．秋季経営者・代表者研修会について             

６．定時総会までの業務日程について  

７．自民党重点政策要望事項について  

８．最低制限価格(舗装工事)について                    

９．札幌中小建設業協会会則の改正について  

10．その他 

 


